
ＲＡＣ ＲＥＳＣＵＥ ＩＮＳＴＲＵＣＴＯＲ 講習会 たきかわ 

 
 

１ 目  的（１）溺れている人が近くにある場合の対応 

（２）スローバックレスキューの安全な実施方法を知る。 

２ 目  標（１）溺れている人を助けるためにできることを考え、気づく。（２）セルフレスキューファーストの認識をする。（３）スローバックによるレスキュ

ーの技術を学び、安全なレスキュー技術を理解する。（４）水辺のレスキューに関する知識を広める。 

３ 受講条件 ○18 歳以上 ○水辺の救助活動に関心のある人 

４ 受講定員 参加者 12 名（最少開催 6 名） 

５ 受講料金 13,000 円／人（石狩川リバーインテリジェント認定講習会テキスト代 3,000 円、保険料、ヘルメット・ドライ又はウエット・ＰＦＤのレンタル費用

含） なお、ＲＡＣへの登録料 1,500 円は含まない。 

６ 講習会会場 滝川地区地域防災施設（住所 滝川市西滝川 1 番地） 実技 徳富川（天候により変更有） 

７ 主 催 者 ＮＰＯ法人 まち・川づくりサポートセンター 問合先 ℡0125-24-0989 メール go.go.morii@gmail.com  担当 森井 

８ 講座内容 ８時間（1.５日） 日時 平成 29 年９月 30 日（土）～10 月 1 日（日）  

科 目  形式 合 計 

① オリエンテーション 

○ 講座の趣旨・スケジュール説明 

○ キャンプネーム・アイスブレイク 

○ 参加のねらい及び自己紹介 

講義 ３０ 

②救助活動の基本 
○ 救助活動の装備と必要性 

○ 救助活動の人的リスク 
講義 ９０ 

③チームレスキューとロープワーク 

○ 役割と人員配置の理解 

○ チーム内の用語とサインの統一 

○ チームレスキュー・ケーススタディ 

○ 正しいロープワーク 

○ 質疑応答 

実習・講義 ６０ 

④安全指導 

○ 準備運動と体調確認 

○ 装備の確認と補完 

○ セルフレスキューの基本の理解 

実技 ３０ 

⑤レスキューの基礎技術 

（※レスキュー3 のＳＲＴⅠクラスのスイム） 

○ 浅瀬横断 

○ フェリーグライドスイム 

○ エディキャッチ 

○ スローバックレスキュー 

実技 ９０ 

⑥レスキュー技術の応用 
○ コンタクトレスキューとスパインロールの困難さとリスクの理解 

○ 要救助者の状態理解 
実技 ６０ 

⑦チームレスキュー実技 ○ 様々なチームレスキューの実際 講義 ９０ 

⑧ふりかえり 

○ ＲＡＣ関連資料の説明 

○ ＲＡＣ安全資機材の紹介 

○ 本日学んだことや感想 

○ 全体のふりかえり 

講義 ３０ 

合 計   ４８０ 

  （単位：分） 

 

日程表（天候等により変更になる場合があります） 

９月 31日（土） 10月１日（日） 

１３：００ 受付 

１３：００ 石狩川リバーインテリジェント講習会 

１４：００ オリエンテーション 

１４：３０ 救助活動の基本 

１６：１５ チームレスキューとロープワーク 

１７：００ スローバックレスキューの説明 

１７：００ （翌日までの準備について） 

９：００ 安全指導 

９：３０ レスキューの基礎技術 

１１：００ 休憩 

１２：００ レスキュー技術の応用 

１３：１０ チームレスキュー実技 

１４：４０ （移動及び着替え 水洗い） 

１５：４０ まとめ 

１６：１０ 終了（天候等遅れる可能性あり） 

  

※専任講師                ※専任講師補              ※専任講師補 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 野 和 也 

Niino kazuya 

 

 

 

 

 

湯 浅 芳 和 

Yuasa yoshikazu 

 

丸 尾 康 文 

Maruo yasunori 

○主な資格 

ＲＡＣトレーナー 

レスキュー3 ジャパンＳＲＴインストラクター 

ＲＡＣレスキューマスター 

○勤務先 

NPO 法人どんころ野外学校 

○主な資格 

ＲＡＣトレーナー・Ｅボート指導者専任講師 

ＮＥＡＬ主任講師 

ＲＡＣレスキューインストラクター専任講師補 

○所属団体 

ＮＰＯ法人まち・川づくりサポートセンター 

○主な資格 

ＲＡＣレスキューインストラクター専任講師補 

ＲＡＣリーダー 

Ｅボート指導者 

○所属団体 

石狩川流域水難救助サポートセンター 

 

mailto:メール　go.go.morii@gmail.com


ＲＡＣ ＲＥＳＣＵＥ ＩＮＳＴＲＵＣＴＯＲ 講習会 たきかわ 参加申込書 
申込日  20  年  月  日 

 

氏名（漢字）                  □男 □女 電話番号 

氏名（ふりがな） 携帯番号 

生年月日（西暦）    年  月  日 
ＦＡＸ番号 

 

職業（団体） 

緊急連絡先（続柄  ）                電話番号 

Ｅメールアドレス（添付ファイルが受け取れるもの） 

 

 

住 所 〒 

 

 

ＲＡＣの有資格の確認 

□ＲＡＣリーダー □ＲＡＣインストラクター □ＲＡＣコーディネター □ＲＡＣトレーナー □Ｅボート指導者 

□その他記載 

                                                  

 

下記の質問事項にお答えください。 

 
① 過去にレスキュー３ジャパン認定講習会に参加されたこと

はありますか。□はい □いいえ 

② ①の質問ではいとお答えの方、具体的な講習会名と受講年を

ご記入ください。 

 

講習会名          受講年         

 

③ ご自分の泳力はどの程度と認識されていますか。 

□得意 □人並み以上 □人並み程度 

□やや苦手 □泳げない 

④ 以下の疾病についてお尋ねします。 

□慢性的な脊柱の疾患又は腰痛 

□慢性的な膝の痛み又は完全な膝再建 

□慢性的座骨神経痛 □その他慢性的な症状 

□極度の身体的な問題（心臓病、糖尿病等） 

□3か月以内に起きた方の脱臼 

 

上記いずれかに該当する方、若しくはこれ以外の身体的問題が

ある方は詳しくご記入ください。（ない方は、なしとご記入くだ

さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 
※レンタル装備、宿泊等に関するご質問はＮＰＯまち・川づくりサポ

ートセンターにお尋ねください。 

 

講習会における条件 
 

※満 18歳以上 

※心身とも健康であること 

※期間中の全工程に参加できること 

※担当講師の注意事項を守れること 

※強制や強要ではなく、自分自身の意思により参加すること。 

※妊娠中でないこと。 

 

講習会における注意事項 
 

※安全対策には万全を図りますが、万が一事故が発生した場合は、当団

体で加入する傷害保険並びに損害賠償保険の範囲内での対応となります

ことをご了承ください。。 

※写真等の撮影を行います。（当該活動の普及啓発に利用） 

※マスコミなどの取材があった場合は、コメント・写真等が掲載される

ことがありますことをご了承ください。 

※気象条件及び講師の職務上の緊急対応によっては講習会をキャンセル

する場合もあります。ご了承ください。 

 

 

上記内容をご確認の上、ご署名をお願いします。 

 

 

 

 

 

署 名                 ㊞ 


